
 

日

本

日

本

日

本

日

本

のののの

色色色色

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て    

     
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

は

る

か

昔

、

私

た

ち

の

祖

先

は

、

ど

の

よ

う

に

し

て

美

し

い

色

彩

を

纏

っ

た

り

、

室

内

を

飾

っ

た

り

し

て 

 
 
 

い

た

の

か

。 

 
 
 
 

人

間

は

原

始

の

時

代

よ

り

、

自

然

界

の

四

季

そ

れ

ぞ

れ

に

美

し

く

咲

き

誇

る

草

花

樹

な

ど

植

物

の

花

弁

、 

 
 
 

根

、

樹

皮

、

芯

材

な

ど

の

い

ず

れ

か

に

含

ま

れ

る

色

素

を

抽

出

し

て

、

糸

や

布

を

染

め

て

い

た

。

あ

る

い

は

、

 

 
 
 

土

の

中

に

含

ま

れ

て

い

る

顔

料

（

金

属

分

の

化

合

物

）

で

あ

る

、

朱

、

弁

柄

、

白

緑

、

群

青

、

鉛

白

な

ど

を 

塗

っ

て

彩

色

し

て

い

た

。

中

世

か

ら

近

世

に

か

け

て

人

類

の

科

学

の

進

歩

は

目

覚

ま

し

く

、

錬

金

術

と

い

う

人 
 

間

の

知

恵

と

自

然

と

の

融

合

に

よ

る

進

歩

が

あ

っ

た

。

と

こ

ろ

が

、

一

八

五

〇

年

代

に

は

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お

い 
 

 

て

産

業

革

命

が

起

こ

り

、

そ

れ

ま

で

の

手

工

業

的

、

職

人

的

生

産

が

、

蒸

気

機

関

な

ど

に

よ

る

機

械

的

生

産

、

 

大

量

生

産

へ

と

移

行

し

て

い

っ

た

。

薬

で

い

え

ば

生

薬

、

和

漢

薬

が

科

学

的

な

医

薬

品

と

な

っ

て

い

っ

た

の 

で

あ

る

。 

 

二

十

世

紀

か

ら

二

十

一

世

紀

へ

、

人

間

は

自

ら

が

作

り

出

し

た

色

の

色

素

を

ど

の

よ

う

に

使

っ

て

い

く

の

か

。

 

ま

た

、

五

千

年

以

上

に

も

わ

た

っ

て

培

っ

て

き

た

、

自

然

界

か

ら

汲

み

出

し

て

き

た

天

然

の

染

料

や

顔

料

に 

よ

る

染

色

法

を

忘

れ

去

り

、

過

去

の

も

の

と

し

て

し

ま

っ

て

も

よ

い

の

か

。 

 

温

故

知

新

❘

 

古

き

を

た

ず

ね

て

新

し

き

を

知

る

、

と

い

う

言

葉

を

い

ま

一

度

思

い

返

し

て

み

た

い

。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

五

行

配

当

表 

     

   

五

時 

五

方 

五

色 

五

行 

春 東 青 木 

夏 南 赤 火 

土

用 

中

央 

黄 土 

秋 西 白 金 

冬 北 黒 水 



 

■

 

植

物

染

 

草

木

染 

 
色

素

が

含

ま

れ

て

い

る

部

分 

花

・

・

・

紅

花

（

紅

花

）

、

ミ

ロ

バ

ラ

ン

の

花

（

実

に

も

含

ま

れ

る

）

、

サ

フ

ラ

ン

（

雌

し

べ

の

柱

頭

） 

 
 
 
 

露

草

・

風

仙

花

・

杜

若

（

花

び

ら

の

摺

染

の

為

、

染

着

力

が

弱

い

。 

蕾

・

・

・

槐

（

え

ん

じ

ゅ

）

、

丁

字

（

ち

ょ

う

じ

） 

葉

・

・

・

藍

（

あ

い

）

、

蓬

（

よ

も

ぎ

）

、

刈

安

（

か

り

や

す

、

茎

に

も

含

ま

れ

る

） 

 
 
 
 

こ

ぶ

な

草

（

茎

に

も

含

ま

れ

る

）

、

げ

ん

の

し

ょ

う

こ

、

赤

芽

柏

（

小

枝

に

も

含

ま

れ

る

） 

 
 
 
 

五

倍

子

（

ご

ば

い

し

、

ヌ

ル

デ

の

木

の

若

葉

に

虫

が

集

ま

っ

て

出

来

る

瘤

） 

実

・

・

・

檳

榔

樹

（

び

ん

ろ

う

じ

ゅ

）

、

矢

車

（

や

し

ゃ

）

、

橡

（

つ

る

ば

み

）

、

梔

子

（

く

ち

な

し

）

、 

 
 
 
 

ミ

ロ

バ

ラ

ン

、

コ

ー

ヒ

ー 

果

皮

・

・

胡

桃

（

く

る

み

）

、

安

柘

榴

（

ざ

く

ろ

）

、

栗 

樹

皮

・

・

黄

檗

（

き

は

だ

）

、

福

木

（

ふ

く

ぎ

）

、

楊

梅

（

や

ま

も

も

）

、

杉

、

松

、

檜

、

梅 

芯

・

・

・

ロ

グ

ウ

ッ

ド

、

グ

レ

ッ

プ

、

車

輪

梅

（

し

ゃ

り

ん

ば

い

）

、

蘇

芳

（

す

お

う

） 

茎

・

・

・

刈

安

（

か

り

や

す

）

、

こ

ぶ

な

草 

根

・

・

・

紫

根

、

六

葉

茜

（

む

つ

ば

あ

か

ね

）

、

日

本

茜

、

ウ

コ

ン

、

玉

葱

の

皮 

虫

・

・

・

臙

脂

虫

（

え

ん

じ

む

し

）

、

ケ

ル

メ

ス

、

コ

チ

ニ

ー

ル 

貝

・

・

・

ア

ク

キ

貝

の

パ

ー

プ

ル

腺 

 

   

■

 

繊

維

の

種

類 

  
 
 

 

動

物

繊

維

・

・

・

毛

皮 

絹

（

中

国

文

化

圏

）

動

物

繊

維 

羊

毛

（

西

方

・

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

文

化

圏

） 

獣

毛

（

ラ

ク

ダ

系

）

ア

ル

パ

カ

、

リ

ャ

マ

、

ピ

ク

ー

ニ

ャ

（

ア

ン

デ

ス

文

明

） 

 

 

  
 
 

植

物

繊

維

・

・

・

木

綿

（

イ

ン

ド

文

化

圏

、

南

北

ア

メ

リ

カ

文

化

圏

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

麻

―

大

麻

・

苧

麻

（

東

洋

文

化

圏

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜

麻

（

西

方

・

ヨ

ー

ロ

ツ

パ

文

化

圏

） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ

の

他

、

藤

・

楮

・

葛

な

ど 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



■

 
日

本

の

原

始

時

代

 

縄

文

時

代 

 
 

 

火

と

陽

の

赤

に

畏

敬

と

畏

怖

。 

 

縄

文

土

器

の

焼

成

。

黒

と

赤

の

発

見

。

自

然

色

の

土

色

、

朱

、

弁

柄

な

ど

、

赤

の

顔

料

を

発

見

。 

 

墨

色

を

つ

け

る

。 

  

青

森

県

山

内

丸

山

遺

跡

に

て

 

く

る

み

の

袋

が

発

見

さ

れ

る

。 

  

■

 

弥

生

時

代

 

二

～

三

世

紀 

  
 
 

こ

の

頃

、

紅

花

、

藍

、

紫

根

な

ど

の

技

法

が

渡

来

人

に

よ

っ

て

も

た

ら

さ

れ

る

。 

 
 
 

麻

と

絹

の

織

物

の

完

成

、

そ

し

て

さ

ま

ざ

ま

な

染

色

法

も

順

次

可

能

に

。 

 
 
 

奈

良

県

桜

井

市

纒

ま

き

向

む

く

遺

跡

 

紅

花

の

花

粉

が

発

掘

さ

れ

て

い

る

。 

  
 

『

魏

志

倭

人

伝

』 

 
 
 

そ

の

風

俗

淫

な

ら

ず

。

男

子

は

皆

露

紒

ろ

か

い

し

、

木

緜

を

以

て

頭

に

招
か

け

、

そ

の

衣

は

横

幅

、

た

だ

結

束

し

て

相

連

ね

、 

ほ

ぼ

縫

う

こ

と

な

し

。

婦

人

は

被

髪

屈

紒

く

つ

か

い

し

、

衣

を

作

る

こ

と

単

被

の

如

く

、

そ

の

中

央

を

穿

う

が

ち

、

頭

を

貫

き

て

こ

れ

を

衣
き

る

。

禾

稲

・

紵

麻

を

種

え

、

蚕

さ

ん

桑

そ

う

緝

績

し

ゅ

う

せ

き

し

、

細

紵

・

縑

緜

を

出

だ

す

。

 

  

■

 

四

～

六

世

紀 

 
 

 

 
 

古

墳

文

化

 

前

方

後

円

墳

。 

 
 

埴

輪

の

人

形

 

鏡

 

朝

鮮

半

島

へ

の

進

出

。 

  
 

倭

の

五

王

の

時

代

（

五

世

紀

） 

 
 

鉄

器

の

生

産

、

製

陶

、

金

属

工

芸

、

土

木

、

養

蚕

、

機

織

り

の

高

度

な

技

術

が

渡

来

。 

  
 

『

日

本

書

紀

』 

 
 
 

阿

知

使

主

、

都

加

使

主

を

呉
ご

に

遣

つ

か

は

し

て

縫

工

女

を

求

め

し

む

。

呉

王

、

工

女

の

兄

媛

え

ひ

め

、

弟

媛

お

と

ひ

め

、

呉

く

れ

織

お

と

、

穴

あ

な

織

お

と

の 

 
 

四

婦

女

を

与

え

ぬ

。 

 



 
 

『

新

撰

姓

氏

録

』 

 
 
 

仁

徳

天

皇

の

御

世

、

一

二

七

県

の

秦

氏

を

も

っ

て

諸

都

に

分

置

し

、

即

ち

養

蚕

・

織

絹

し

て

こ

れ

を

貢

せ

し

む

。 

 
 

天

皇

詔

し

て

曰

い

わ

く

、

秦

王

献

ず

る

と

こ

ろ

の

糸

・

綿

・

絹

帛

き

ぬ

、

朕

服

用

す

る

に

柔

軟

、

肌

膚

を

温

煖

す

。

姓

を

波

多

は

た

公

の

き

み 

 
 

と

賜

う

。

秦

公

酒

、

雄

略

天

皇

の

御

世

、

糸

綿

帛

委

積

み

て

岳

の

ご

と

し

、

天

皇

こ

れ

を

嘉

よ

み

す

。

号

を

賜

わ

っ

て

禹
う

都
ず

 

 
 

万
ま

佐
さ

と

い

う

。 

   
 

仏

教

の

伝

来

 
 

 
 

飛

鳥

寺

の

造

営

 

瓦

博

士

 

柱

は

朱

、

弁

柄

の

赤

、

窓

は

緑

青

。 

 
 

堂

内

に

は

金

で

メ

ッ

キ

さ

れ

た

仏

像

。 

  

■

 
 

六

世

紀

～ 

  
 

推

古

天

皇

 

聖

徳

太

子

の

政

治 

  
 

冠

位

十

二

階 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

大

徳

 

小

徳

 

大

仁

 

小

仁

 

大

禮

 

小

禮

 

大

信

 

小

信

 

大

義

 

小

義

 

大

智

 

小

智

 
 

－

 
 

－

 
 

－

 
 

－

 
 

－

 
 

－

 
 

－

 
 

－

 
 

－

 
 

－

 
 

－

 
 

－ 

 
 

 

濃

紫

 

淡

紫

 

濃

青

 

淡

青

 

濃

赤

 

淡

赤

 

濃

黄

 

淡

黄

 

濃

白

 

淡

白

 

濃

黒

 

淡

黒 

  

西

暦

六

〇

〇

年

代

前

後

は

職

人

た

ち

は

錦

織

部

、

綾

部

、

呉

服

部

く

れ

は

と

り

べ

な

ど

の

「

部
べ

」

に

よ

っ

て

、

朝

廷

お

よ

び

蘇

我

氏 

 

な

ど

の

豪

族

に

擁

護

さ

れ

て

い

た

。

そ

の

な

か

で

錦

部

定

安

那

に

し

ご

り

じ

ょ

う

あ

ん

な

錦

こ

む

と

い

う

一

団

は

、

河

内

の

桃

原

、

真
ま

神

原

が

み

は

ら

に

そ

の 

工

房

を

か

ま

え

た

と

い

う

。

工

房

は

、

近

江

国

滋

賀

郡

、

浅

井

郡

に

も

あ

る

。

こ

れ

ら

は

い

ず

れ

も

奈

良

の

都

に 

近

い

と

こ

ろ

で

あ

る

。

さ

ら

に

は

信

濃

国

筑

摩

郡

錦

服

に

し

き

と

り

郷

ご

う

、

美

作

国

久

米

郡

錦

織

郷

、

四

国

讃

岐

の

綾

部

と

い

う 

遠

方

に

も

あ

り

、

呉

服

部

は

摂

津

国

豊

島

郡

、

河

内

、

伊

勢

な

ど

に

見

ら

れ

る

。 

 
 

 



 
 

法

隆

寺

に

今

日

ま

で

伝

来

す

る

染

織

品

。 

 
 

蜀

江

錦

（

蜀

の

国

、

中

国

四

川

省

・

成

都

）

よ

り

輸

入

、

太

子

間

道

（

世

界

で

現

存

す

る

最

古

の

絹

多

色

絣

）

。 

 
 

 「

天

寿

国

繍

帳

」

（

中

宮

寺

）

 

亡

く

な

っ

た

聖

徳

太

子

を

偲

ぶ

。

 

妃

 

橘

大

郎

女

た

ち

ば

な

の

お

お

い

ら

つ

め

が

作

ら

せ

た

も

の

。 

 

国

産

で

あ

る

。

こ

れ

に

よ

っ

て

日

本

に

お

け

る

染

織

の

発

展

が

理

解

で

き

る

。 

  

■

 

白

鳳

～

奈

良

時

代

 

７

～

８

世

紀 

  

『

万

葉

集

』 

「 

鴨

頭

つ

き

草

く

さ

に

 

衣

こ

ろ

も

は

摺
す

ら

む

 

朝

露

に

 

濡
ぬ

れ

て

の

後

の

ち

は

 

う

つ

ろ

ひ

ぬ

と

も 

」

（ 

巻

七 
･

一

三

五

一

） 

「

 

紅

は

う

つ

ら

ふ

も

の

ぞ 

つ

る

ば

み

の

な

れ

に

し

衣

に 

な

ほ

及
し

か

め

や

も 

」

 

（

 

巻

一

八

 

・

四

一

〇

九

 

）

 

「 

茜

さ

す

 

紫

野

ゆ

き

 

標

野

ゆ

き

 

野

守

は

見

ず

や

 

君

が

袖

ふ

る 

」

（ 

巻

一

・

二

〇 

）

 

「 

む

ら

さ

き

の

に

ほ

へ

る

妹

を

 

に

く

く

あ

ら

ば

人

妻

ゆ

ゑ

に

わ

れ

恋

ひ

め

や

も 

」

（ 

巻

一

・

二

一

） 

 

「

 

紫

は 

灰

さ

す

も

の

ぞ 

海

石

榴

つ

ば

市

い

ち

の 

八

十

や

そ

の

衢

ち

ま

た

に

逢

え

る

児
こ

や

誰

 

」

 

（

 

巻

十

二

・

三

一

〇

一
 

）

 

 

「

 

韓

人

の

衣

染

む

と

ふ

紫

の 

心

に

染

み

て

思

ほ

ゆ

る

か

も 

」

 
(
 

巻

四

・

五

六

九

)
 

   
 

大

化

の

改

新

を

へ

て

律

令

国

家

の

形

成

が

現

実

の

も

の

と

な

り

、

文

武

天

皇

の

と

き

に

大

宝

律

令

が

完

成

す

る

に 

お

よ

ん

で

、

よ

り

強

固

な

国

家

体

制

が

確

立

さ

れ

て

い

っ

た

。

そ

の

律

令

の

組

織

の

な

か

で

、

色

彩

関

係

の

も

の

を

見

て 

み

る

と

、

中

務

な

か

つ

か

さ

省

に

縫

殿

ぬ

い

ど

の

寮

や

画

工

司

が

あ

り

、

大

蔵

省

縫

部

司

、

織

部

司

お

り

べ

の

つ

か

さ

、

宮

内

省

に

内

染

司

が

あ

る

。

そ

の

な

か 

の

織

部

司

に

は

、

挑

あ

や

文

師

と

り

し

四

人

と

挑

文

生

八

人

が

い

る

。

挑

文

師

は

錦

を

織

る

際

に

文

様

を

ま

ず

考

え

、

織

り

組

織

を 

図

式

化

し

て

、

織

機

に

ど

の

よ

う

に

経

糸

緯

糸

を

通

し

、

操

作

す

る

か

を

考

え

る

の

が

仕

事

で

あ

る

。

 

 

和

銅

四

年

（

七

一

一

）

か

ら

挑

文

師

の

指

導

が

各

地

に

ひ

ろ

ま

り

、

そ

の

二

年

後

に

は

、

鞍

作

磨

く

ら

つ

く

り

の

ま

心

し

ん

と

い

う

人

物

が

、

 

す

ぐ

れ

た

錦

、

綾

を

織

り

出

し

て

、

柏

原

村

か

し

は

ら

の

す

主

ぐ

り

の

姓

を

賜

わ

っ

た

と

あ

る

。

ま

た

、

同

年

に

刀

母

離

余

叡

施

奈

と

も

り

よ

え

し

な

が

暈

繝

う

ん

げ

ん 



染

を

は

じ

め

、

そ

の

功

に

よ

っ

て

姓

を

授

け

ら

れ

て

い

る

（

日

本

後

紀

）

暈

繝

染

と

は

、

同

系

統

の

色

が

 

グ

ラ

デ

ー

シ

ョ

ン

に

な

る

も

の

を

指

す

が

、

そ

れ

が

染

色

で

あ

る

の

か

、

織

り

に

よ

る

表

現

な

の

か

は

わ

か

ら

な

 

い

。

正

倉

院

宝

物

の

な

か

に

、

染

物

で

は

羅

織

の

生

地

を

あ

ら

か

じ

め

黄

色

に

染

め

て

か

ら

、

板

で

挟

む

夾

纈

き

ょ

う

け

ち

染

 

 
 

の

技

法

に

よ

っ

て

藍

を

か

け

、

黄

か

ら

緑

の

暈

し

染

に

し

た

「

暈

繝

夾

纈

う

ん

げ

ん

き

ょ

う

け

ち

の

羅
ら

」

と

名

づ

け

ら

れ

た

も

の

が

見

ら

れ

る

。 

 
 

織

物

で

は

、

「

七

曜

菱

文

暈

繧

繝

」

と

称

す

る

も

の

が

あ

っ

て

、

横

段

で

色

が

濃

淡

で

あ

ら

わ

さ

れ

、

和

様

美

の

萌 

 
 

芽

を

思

わ

せ

る

小

花

が

並

ん

で

い

る

。 

 
 
 

い

ず

れ

に

し

て

も

、

中

国

大

陸

、

朝

鮮

半

島

か

ら

の

渡

来

人

に

よ

っ

て

そ

の

技

術

が

根

付

い

て

い

っ

た

日

本

の

絹 

 
 

織

物

と

、

そ

れ

を

染

め

る

植

物

染

、

そ

し

て

錦

や

綾

の

織

物

、

さ

ら

に

は

絞

（

纐

纈

こ

う

け

ち

）

、

夾

纈

、

﨟

ろ

う

纈

け

ち

の

三

纈

さ

ん

け

ち

に

よ 

 
 

る

染

め

物

な

ど

が

、

七

世

紀

中

葉

か

ら

八

世

紀

の

前

半

に

ほ

ぼ

完

成

の

域

に

達

し

て

、

か

な

り

水

準

の

高

い

も

の

が 

 
 

生

産

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

と

い

え

よ

う

。

そ

れ

も

奈

良

の

都

、

河

内

平

野

と

い

っ

た

都

の

近

く

だ

け

で

な

く

、 

今

日

ま

で

伝

え

ら

れ

る

尾

張

国

、

駿

河

国

な

ど

の

正

税

し

ょ

う

ぜ

い

帳

（

決

算

報

告

書

）

を

見

る

と

、

錦

、

綾

、

羅

な

ど

高

度

な 

技

術

が

必

要

と

さ

れ

る

織

物

類

も

地

方

で

生

産

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

い

っ

た

こ

と

が

知

れ

る

の

で

あ

る

。 

  

 

紫

草

に

関

し

て

の

文

献

と

し

て

『

正

倉

院

文

書

』

に

豊

後

国

（

現

在

の

大

分

県

）

正

税

帳

が

あ

る

。 

そ

の

天

平

八

年

（

七

三

六

）

の

項

に 

球

珠

郡

 

天

平

八

年

、

定

正

税

稲

穀

壱

万

漆

千

弐

百

拾

斛

こ

く

陸

斗

捌

升

弐

合

弐

勺

 

 
 

国

司

巡

行

部

内

 

合

壱

拾

肆

度

・

・

・

・

・

・

 

 
 

壱

度

蒔

営

紫

草

園

（

守

一

人

従

三

人

並

四

人

二

日

）

単

捌

人

上

弐

人

（

守

）

従

陸

人

・

・

・

・

・

・

 

 
 

壱

度

随

府

使

検

校

紫

草

園

（

守

一

人

従

三

人

並

四

人

一

日

）

単

肆

人

上

壱

人

（

守

）

従

三

人

 

 
 

壱

度

掘

紫

草

根

（

守

一

人

従

三

人

並

四

人

二

日

）

単

捌

人

上

弐

人

（

守

）

従

陸

人

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

と

記

さ

れ

て

お

り

、

国

司

が

年

に

三

回

、

す

な

わ

ち

種

を

蒔

く

時

、

生

育

状

況

、

そ

し

て

紫

根

の

根

の

収

穫

を

把

握

す

る 

た

め

に

、

巡

行

し

て

い

る

こ

と

が

記

さ

れ

て

い

て

、

す

で

に

紫

草

の

栽

培

が

行

わ

れ

て

い

た

こ

と

が

わ

か

る

。

 

   

『

衣

服

令

』

（

養

老

令

 

七

一

九

年

）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

凡

そ

服

式

ふ

く

し

き

は

、

白

し

ろ

、

黄

丹

お

う

だ

ん

、

紫

む

ら

さ

き

、

蘇

芳

す

お

う

、

緋

あ

け

、

紅

く

れ

の

あ

ゐ

、

黄

橡

き

つ

る

ば

み

、

纁

そ

ひ

、

葡

萄

え

び

ぞ

め

、

緑

み

ど

り

、

紺

こ

ん

、

縹

は

な

だ

、

桑

く

わ

ぞ

め

、

黄

き

ぞ

め

、

摺

す

り

ぞ

め

衣

こ

ろ

も

、

秦

は

り

ぞ

め

、

 
 

 
 

 
 

柴

し

ば

ぞ

め

、

橡

つ

る

ば

み

墨

す

み

ぞ

め

、

此

か

く

の

如

ご

と

き

属

た

ぐ

い

は

、

当

色

た

う

じ

き

以

下

、

各

兼

ね

て

服

す

る

こ

と

得

。

 

  



七

一

〇

年

 

奈

良

平

城

京

へ

遷

都

 

 
 

 
 

 
 

 

シ

ル

ク

ロ

ー

ド

の

華

や

か

な

文

化

が

そ

の

東

の

終

着

駅

 

奈

良

へ

と

入

る 

七

五

二

年

 

東

大

寺

 

大

仏

殿

建

立

 
 

 

華

や

か

な

法

要

が

営

ま

れ

る

。

 

 
 

 
 

 
 

 

光

明

皇

后

が

東

大

寺

に

聖

武

天

皇

の

遺

愛

の

品

々

を

献

納

 

正

倉

院

に

収

蔵

さ

れ

て

宝

物

と

な

る

。

 

 

■

 

平

安

時

代

 

  

七

九

四

年

 

平

城

京

へ

遷

都

 

  
 

中

国

の

唐

様

に

た

い

し

て

、

和

様

と

称

さ

れ

る

王

朝

の

雅

び

な

文

化

の

基

調

を

な

し

た

の

は

、

京

都

の

美

し

い

景

観

で

あ

り

、

 

日

本

列

島

の

細

や

か

に

移

ろ

う

自

然

そ

の

も

の

で

あ

っ

た

。

貴

人

た

ち

の

関

心

は

、

四

季

そ

れ

ぞ

れ

に

緩

や

か

に

移

り

ゆ

く 

草

木

花

の

彩

り

や

陽

と

月

の

陰

影

を

い

か

に

俊

敏

に

と

ら

え

、

そ

れ

を

い

か

に

表

現

す

る

か

と

い

う

こ

と

に

あ

っ

た

。

漢

詩

に 

か

わ

っ

て

か

な

文

字

に

よ

え

う

三

十

一

文

字

よ

り

な

る

和

歌

が

詠

ま

れ

、

よ

り

繊

細

な

情

感

に

表

現

を

生

み

出

し

た

。

 

日

々

ゆ

る

や

か

に

移

ろ

う

季

の

彩

り

を

感

じ

、

そ

れ

を

読

み

と

る

視

線

は

、

文

学

に

お

け

る

表

現

に

と

ど

ま

ら

ず

、

寝

殿

造

 

り

と

い

う

貴

族

の

邸

宅

、

そ

こ

に

配

さ

れ

る

御

簾

み

す

、

帳

と

ば

り

、

几

帳

き

ち

ょ

う

な

ど

の

調

度

、

そ

し

て

女

人

た

ち

を

飾

る

衣

裳

、

さ

ら

に

は

手

 

紙

や

詩

歌

を

し

た

た

め

る

料

紙

な

ど

、

身

辺

の

様

々

な

も

の

に

及

ん

で

い

っ

た

の

で

あ

る

。

 

 

『

古

今

和

歌

集

』

な

ど

を

み

る

と

、

春

に

は 

 
 

「

 

さ

く

ら

色

に 

衣

は

ふ

か

く

そ

め

て

着

む 

花

の

ち

り

な

ん

後

の

か

た

み

に 

」

 

（

紀

 

有

朋

）

 
 

 

と

、

桜

の

花

を

、

秋

に

は

、

 

 

「

 

竜

田

河

 

紅

葉

乱

れ

て

な

が

る

め

り 

わ

た

ら

ば

錦

中

や

た

え

な

む 

」

 

（

詠

み

人

知

ら

ず

）

 

 と

、

紅

葉

が

散

る

竜

田

川

の

情

景

を

錦

と

と

ら

え

る

よ

う

に

、

四

季

そ

れ

ぞ

れ

に

咲

き

競

う

植

物

の

花

の

彩

り

や

野

山

の

草

樹

の

移

り

変

わ

り

に

な

ぞ

ら

え

る

色

名

が

多

く

登

場

し

て

く

る

。

 

 
 

 

と

り

わ

け

、

貴

族

の

女

性

た

ち

は

美

し

く

着

飾

る

こ

と

に

心

を

砕

き

、

俗

に

十

二

単

と

い

わ

れ

る

装

束

の

よ

う

に

、

何

枚

も

の 

 
 

衣

裳

を

重

ね

着

し

て

は

れ

や

か

な

も

の

と

し

た

。

 

 
 

 

数

領

着

重

ね

た

衣

裳

の

、

襟

元

や

袖

口

、

裾

な

ど

に

あ

ら

わ

れ

る

流

れ

る

よ

う

な

色

の

調

和

、

一

領

の

衣

の

ふ

き

（

注

・

衣

偏

 

 
 

に

比

。

 

裾

・

袖

口

な

ど

の

裏

地

が

少

し

見

え

る

部

分

）

に

わ

ず

か

に

の

ぞ

く

表

と

裏

の

色

の

対

比

、

季

節

ご

と

に

咲

き

競

う

花

 

 
 

の

彩

や

木

の

葉

の

色

合

い

な

ど

に

な

ぞ

ら

え

て

楽

し

ん

だ

の

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

な

配

色

の

妙

が

、

い

わ

ゆ

る

襲

の

色

目

と

い

わ 

れ

る

も

の

で

あ

る

。

 

    


